
現実のギャップは日常的にストレスを与え続け

る。相手にこうなつてほしいと思つている限り、

相手の一言半句、一挙―動を無意識のうちに脳

内センサーが理想イメージと比較し、ギャップを

認知し、ストレス感情を湧き起こし続ける。

そして、心のコップに溜まったそのストレス感

情は、いつしか爆発の時を待つようになる .

●では、どうすればいい?

一つは、手放すことだ。

苦悩の源は理想と現実の間のギャップだ。

●では、なぜギャップが出来た?

それは、理想を持つているから

●その理想を持つたのは、誰?

それは自の.言い換えれば、自分だけの「″

欲J。つまりは、自分だけの「我欲」が自分もイじ人

をも苦しめている.

●だIJNら、我欲(煩悩)を手放すこと.

ただ、簡単に捨てられるものではない。

なぜなら、自分がその我欲を持った要には、必

ず「理由」があるからだ.その理由に気づかな

い限り手放すことは出来ないものだ.その気つ

きに有効なのが、自分の棚卸しである。次に、相

手の立場に立って考えてみることだ。

●相手は自分の理想を実現するための「道具」

ではない。

「人間」だ。相手にも、相手の理想がある.親

子であれ、夫婦であれ、それぞれがそれぞれの

思いを持つ人間同士なのである。

だから、自分も相手も人事にするアサーティ

プなコミユニケーシヨンが大切になる.
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これが自分も相手も大事にするコミュニケー

シヨンだ。そして、これは親子でも夫婦でも、ま

して他人同上でも互いを尊重するコミユニケー

シヨンとして社会の基盤にあつて然るべきもの

だ このコミユニケーシヨンが成立している社会

が、「基本的人権Jが成立している社会なのだ

ろう。

(中尾英司)

※不両「押し付ナの′ヽラドックス(逆説)Jは 、全6項 あります

中尾先生のプログでも公開されていますので、全てご覧に

なられたい方 ま、サイト「中尾相談室」(Goode入 力)でご訪

問ください
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押しつけのパラドツクス (1)

ささや力漆タバ

現実を破壊すること力'ある

●「理想」と「現実」との間にはギャップがあ

る.ギャップがあるから、悩み葛藤するのだ

が、その「理想Jが自分が設定したものであれ

ば、ギャップは自分を高めてくれる克服目標

となる.

●たとえばスポーッ選手.

アスリートまイメージトレーニングをして、自

分を望ましい姿に近づけていこうとする.

つまり、「理想(イメージ)Jに自分という「現実」

を近つけてぃこうとする.

しかし、その理想が自分が望んだものではな

く押しつけられたものであるとき、押しつけられ

た理想と現実の自分の間に生まれたギャップの

克服は、嫌々取り組まなくてはならないLj7をか

むような作業となる.

●たとえば、親子.

子にこうなつてはしいという思い(イメージ〉

が親にある限り、子はその思いに答えようと嫌

でも頑張らざるを得ない。

●たとえば、夫婦.

夫婦とはこういうものだという思い(イメー

ジ)がある限り、相手を縛ろうとするか、バトル

を続けるか、どうしようもないとあきらめる

か…、いずれにせよ叶わめ現実と理想の狭間

で葛藤し続することになる.

それがどのような理想(イメージ)であれ、それ

が押しつすられたものである限り、押しつける方も

押しつすられた万も、苦悩の中に身を置くことに

なるのだ。それは、何とかコントロールしようとぃ

う努力と、それに素直になれずに抵抗する拮抗を

生み、やがて、支配と無抵抗不服従、強需」介入とレ

ジスタンス、あるいは攻撃的防御による泥沼のバト

ルヘと進展していく….

●それでも尚、大は言う。
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自分が望んでいることは、誰もが望むようなこ

と。自分が望んでいることは、大それたことでは

なくはんのささやかなこと。自分が望んでいるこ

とは、ごく普通の小さな幸せ.

だから、それを「相手Jに望むことを「当然Jだと

思っている.相手は、それに協力(努力)すべきだ

と思つている。それにすら協力(努力)できないと

すれば、それは相手がおかしいと思つている.

この、ささやかな「理想」と「現実」のギャップに

思い悩み、苦しみ、そして問題が起こってぃる家

庭がいかに多いことか….

●小さなことであれば、押しつナてもぃぃのか。

ささやかなことであれば、押しつけてもいいの

か。押しつける質の高低(レベル)や、押しつける

量の大小(ポ|リューム)のFo3題ではない.

それは、押しつすられる側の立場に立って者えて

みるといい。「押しつけられる」ということ自体が

嫌なのだ、ということが分かるだろう.

●なぜ、嫌なのか?

それは「理想」を押しつけられることは、「現実」

を認めてもらつていないということ.

つまり、「あるがままの自分」を認めてもらってい

ないということだからだ.

押しつけのパラドツクス (2)
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とこ救われる

●では、どうすればよいのか?

自分があさらめて我慢すればいい?

●Nol

頭の中に理想イメージがある限り、その理想と
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